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第２期宮城県教育振興基本計画（中間案②）新旧対照表 

No. ﾍﾟｰｼﾞ 修正後（中間案②） ※第５回審議会 修正前（中間案） ※第４回審議会 

1 P.2 

第２章 本県教育の現状 

１ 本県教育を取り巻く社会の状況 

（１）東日本大震災からの復興 

…（略）…。 

震災から６年が経過し，復興への歩みは着実に進んでいます

が，平成２８年９月現在で，約２万８千人の方々が仮設住宅等

での不自由な生活を余儀なくされており，未だ復興途上にあり

ます。 

…（略）…。 

第２章 本県教育の現状 

１ 本県教育を取り巻く社会の状況 

（１）東日本大震災からの復興 

…（略）…。 

震災から６年が経過し，復興への歩みは着実に進んでいます

が，平成２８年７月現在で，約３万１千人の方々が仮設住宅等

での不自由な生活を余儀なくされており，未だ復興途上にあり

ます。 

…（略）…。 

2 P.2 

（２）人口減少社会の到来と地方創生の推進 

…（略）…。 

本県においても，平成１５年推計人口の約２３７万人をピー

クに減少に転じ，平成２８年１０月現在の本県の人口は約２３

３万人となっています。また，少子高齢化も進んでおり，年少

人口（１４歳以下）の割合は，平成１２年国勢調査時点で老年

人口（６５歳以上）の割合を下回り，平成２７年国勢調査時点

で１２．７％となっています。 

これらの課題を解決する先進的な地域づくりに向けて，平成

２７年１０月に「宮城県地方創生総合戦略」を策定したところ

であり，地方創生の取組を推進する上で，教育は地域の活性化

に向けた人材育成の役割を担い，地方創生の基盤となるもので

す。    

（２）人口減少社会の到来と地方創生の推進 

…（略）…。 

本県においても，平成１５年推計人口の ２３７万人をピー

クに減少に転じ，平成２８年７ 月現在の本県の人口は ２３

３万人となっています。また，少子高齢化も進んでおり，年少

人口（１４歳以下）の割合は，平成１２年国勢調査時点で老年

人口（６５歳以上）の割合を下回り，平成２７年国勢調査時点

で１２．７％となっています。 

これらの課題を解決する先進的な地域づくりに向けて，平成

２７年１０月に「宮城県地方創生総合戦略」を策定したところ

であり，地方創生の取組を推進する上で，教育は地域の活性化

に向けた人材育成の役割を担い，地方創生の基盤となるもので

あります。 

3 P.3 

（３）グローバル化の進展 

…（略）…。また，独立行政法人日本学生支援機構が実施し

ている日本人学生留学状況調査では，日本人学生の海外留学者

数は，平成２１年度の約３万６千人から平成２６年度の約８万

１千人に増加しており，短期留学を中心に増えています。 

一方，訪日外国人旅行者数も増加傾向にあり，本県でも，外

国人延べ宿泊者数が，平成２１年の約１１万人から平成２７年

の約１９万人に増加しているほか，平成２６年１２月現在で約

１万６千人の外国人登録者がおり，日常生活の中で外国人と交

流する機会が増えています。 

このような状況         の中で，自国の文化理解

と日本人としてのアイデンティティ※２を基盤として，多様な価

値観を持った人々と協働し，国際的な視野で活躍するグローバ

ル人材の育成が求められています。 

（３）グローバル化の進展 

…（略）…。 

 

 

 

一方，市場経済が地球規模で拡大したことで，厳しい国際競

争にさらされており，地域間格差の拡大にも影響を及ぼしてい

ます。                          

                             

              

こうした社会・経済のグローバル化の中で，自国の文化理解

と日本人としてのアイデンティティ※２を基盤として，多様な価

値観を持った人々と協働し，国際的な視野で活躍するグローバ

ル人材の育成が求められています。 

4 P.3 

（４）ＩＣＴ（情報通信技術）の進展 

…（略）…。 

本県でも，スマートフォン及び携帯電話の所持率が，平成  

２２年度は，小学６年生で２６．３％，中学３年生で５４．５％

でしたが，平成２８年度は，小学校６年生で５４．３％，中学

３年生で７７．３％に増加しています。また，高校２年生の所

持率は，平成２８年度で９９．３％になっています。 

…（略）…。 

あわせて，今後，更に情報化が進む中で，情報活用の実践力

や情報の科学的な理解，情報社会に参画する態度など情報活用

能力を身に付け，情報化社会に対応できる人材の育成が求めら

れています。 

（４）ＩＣＴ（情報通信技術）の進展 

…（略）…。 

 

 

 

 

 

…（略）…。 

あわせて，今後，更に情報化が進む中で，情報活用の実践力

や情報の科学的な理解            など情報活用

能力を身に付け，情報化社会に対応できる人材の育成が求めら

れています。 

5 P.3 

※２「アイデンティティ」： 

国・民族・組織など，ある特定集団への帰属意識。自己が環

境や時間の変化にかかわらず，連続する同一のものであること。

主体性。自己同一性。 

※２「アイデンティティ」： 

                       自己が環

境や時間の変化にかかわらず，連続する同一のものであること。

主体性。自己同一性。 

資料３ 
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No. ﾍﾟｰｼﾞ 修正後（中間案②） ※第５回審議会 修正前（中間案） ※第４回審議会 

6 P.4 

（５）雇用情勢の動向 

近年，緩やかな景気回復を受けて雇用情勢の改善が進んでお

り，完全失業率は，金融危機後である平成２１年７月の５．５％

から，平成２８年９月の３．０％まで回復しています。 

…（略）…。 

（５）雇用情勢の動向 

近年，緩やかな景気回復を受けて雇用情勢の改善が進んでお

り，完全失業率は，金融危機後である平成２１年７月の５．５％

から，平成２８年６月の３．１％まで回復しています。 

…（略）…。 

7 P.7 

２ 本県教育の課題 

（１）いじめ問題への対応 

…（略）…。 

一方，いじめの解消率については，全国平均を上回る状況が

続いており，このことは，各学校において，     いじめ

を見逃さず，早期発見・早期対応に取り組んできた成果である

と考えられます。 

…（略）…。 

あわせて，児童生徒一人一人の自己肯定感の低さが，いじめ

につながる要因の一つと考えられることから，自己肯定感や自

己有用感を持てるような環境づくりを進めるとともに，相手の

心情を理解し，思いやる心や規範意識を育み，いじめを許さな

い，いじめを生まない学校づくりに取り組む必要があります。 

           

２ 本県教育の課題 

（１）いじめ問題への対応 

…（略）…。 

また，いじめの解消率についても，全国平均を上回る状況が

続いており，これら は，各学校において比較的軽微ないじめ

も見逃さず，早期発見・早期対応に取り組んできた成果である

と考えられます。 

…（略）…。 

あわせて，児童生徒一人一人の自己肯定感の低さも，いじめ

の    要因の一つと考えられることから，いじめを許さな

い，いじめを生まない学校づくりのためには，相手の心情を理

解し，思いやる心や規範意識を育成するとともに，児童生徒一

人一人が，自己肯定感や自己有用感を持てるような環境づくり

が求められています。 

8 P.8 

（２）不登校児童生徒の増加 

…（略）…。また，児童生徒の不登校の要因には，仮設住宅

等での長期生活や親の就労環境の変化など震災の影響も幅広く

見られており，平成２６年度の調査においては，小学校で  

９．４％，中学校で５．７％が，震災の影響による不登校と見

られます。 

…（略）…。 

あわせて，全ての児童生徒が「行きたくなる学校」づくりの

ため，学校行事を含む特別活動の充実と学校教育の中核となる

授業について「分かる授業」づくりを進めることが必要です。 

                            

（２）不登校児童生徒の増加 

…（略）…。また，児童生徒の不登校の要因には，     

                   震災の影響も幅広く

見られており，平成２６年度の調査においては，小学校で  

９．４％，中学校で５．７％が，震災の影響による不登校と見

られます。 

…（略）…。 

あわせて，いじめ問題への対応も含め，          

                  学校教育の中核となる

授業について「分かる授業づくり」を進めるなど，全ての児童

生徒が「行きたくなる学校づくり」が必要になっています。 

9 P.9 

（３）体力・運動能力の低下 

…（略）…。 

このため，望ましい運動習慣の確立と適切な健康管理に向け

た学校の組織的な取組がより一層望まれているとともに，学校

と家庭の連携により，児童生徒が規則正しい生活を送れるよう

支援することが必要になっています。 

（３）体力・運動能力の低下 

…（略）…。 

このため，    運動習慣の確立        に向け

た学校の組織的な取組がより一層望まれているとともに，学校

と家庭の連携により，児童生徒が規則正しい生活を送れるよう

支援することが必要になっています。 

10 P.10 

（４）基礎的・基本的な学習内容の定着 

…（略）…。 

学力向上に向けて，まずは各教科における基礎的・基本的な

学習内容の定着を図ることが必要であり，本県独自の学力・学

習状況調査の結果でも，このこと              

   に課題が見られています。 

このため，各学校において，調査結果を踏まえた検証改善サ

イクルを充実させるとともに，県教育委員会で示した「学力向

上に向けた５つの提言※８」を徹底し，「分かる授業」づくりを

行っていくことが重要になっています。 

（４）基礎的・基本的な学習内容の定着 

…（略）…。 

                            

                   本県独自の学力・学

習状況調査の結果でも，各教科における基礎的・基本的な内容

の定着に課題が見られています。 

     各学校において，調査結果を踏まえた検証改善サ

イクルを充実させるとともに，県教育委員会で示した「学力向

上に向けた５つの提言※８」を徹底し，「分かる授業づくり」を

行っていくことが重要になっています。 
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No. ﾍﾟｰｼﾞ 修正後（中間案②） ※第５回審議会 修正前（中間案） ※第４回審議会 

11 P.11 

（６）教育の情報化の推進 

 

 

 

 

 

   文部科学省が実施している学校における教育の情報化

の実態等に関する調査では，教育用コンピュータ１台当たりの

児童生徒数などの「ＩＣＴ環境の整備」や，授業中にＩＣＴを

活用して指導する能力などの「教員のＩＣＴ活用指導力」が  

  全国平均よりも低い状況にあります。 

このため，本県の教育の情報化を進めるに当たっては，まず

は教科指導におけるＩＣＴ活用を推進しながら，「ＩＣＴ環境の

整備」と「教員のＩＣＴ活用指導力」の二つの側面を充実させ

ていく必要があります。 

あわせて，教員の業務の効率化や教育の質の向上を図る観点

から，校務の情報化を進めることも重要です。 

そして，これらの取組を推進しながら，          

       情報や情報手段を主体的に選択し活用していく

ために必要な情報モラルを含む情報活用能力を，児童生徒の発

達段階に応じて体系的に育成していくことが求められていま

す。 

（６）教育の情報化の推進 

社会のグローバル化や急速な情報化など社会の変化が激しい

時代において，情報や情報手段を主体的に選択し活用していく

ために必要な情報モラルを含む情報活用能力を，児童生徒の発

達段階に応じて体系的に育成していくことが求められていま

す。 

また，文部科学省が実施している学校における教育の情報化

の実態等に関する調査では，教育用コンピュータ１台当たりの

児童生徒数などの「ＩＣＴ環境の整備」や，授業中にＩＣＴを

活用して指導する能力などの「教員のＩＣＴ活用指導力」にお

いて全国平均よりも低い状況にあります。 

このため，本県の教育の情報化を進めるに当たっては，まず

は教科指導におけるＩＣＴ活用を推進しながら，「ＩＣＴ環境の

整備」と「教員のＩＣＴ活用指導力」の二つの側面を充実させ

ていく必要があります。 

さらに ，教員の業務の効率化や教育の質の向上を図る観点

から，校務の情報化を進めることも重要です。 

12 P.13 

（８）特別な支援を必要とする児童生徒の増加 

…（略）…。また，平成２７年２月には，当該構想の基本理

念と取組を継承した「宮城県特別支援教育将来構想」を策定

し ，インクルーシブ教育システム※９の構築を推進してきまし

た。 

この間，特別支援教育についての県民の理解が進み，特別支

援学校への入学を希望する子ども  が増加しています。また，

発達障害など，小・中・高等学校等に在籍する児童生徒の中で，

特別な支援を必要とする子どもの割合が増加しており，今後は

乳幼児期（早期）からの連携も含めたより適切な指導・支援，

合理的な配慮が必要になっています。 

…（略）…。 

（８）特別な支援を必要とする児童生徒の増加 

…（略）…。また，平成２７年２月には，当該構想の基本理

念と取組を継承した「宮城県特別支援教育将来構想」を策定の

上，インクルーシブ教育システム※９の構築を推進してきまし

た。 

この間，特別支援教育についての県民の理解が進み，特別支

援学校への入学を希望する児童生徒数が増加しています。また，

発達障害など，小・中・高等学校等に在籍する特別な支援が必

要な子どもたちに対する教育的ニーズが高まっており，今後は

乳幼児期（早期）からの連携も含めたより適切な指導・支援，

合理的な配慮が必要になっています。 

…（略）…。 

13 P.14 

（９）文化財の活用の促進 

県内各地にある様々な文化財は，地域の歴史を刻んできたも

のであり，地域や社会の核としての役割を果たすものです。  

   

…（略）…。 

（９）文化財の活用の促進 

県内各地にある様々な文化財は，地域の歴史を刻んできたも

のであり，地域や社会の核としての役割を果たすものでありま

す。 

…（略）…。 

14 P.14 

（11）教員の資質能力の向上と知識・技能の伝承 

…（略）…。 

あわせて，子どもや社会を取り巻く環境が大きく変化する中

で，教員には，自己の崇高な使命を深く自覚するとともに，自

律的に学ぶ姿勢を持ち，新たな教育課題に対応できる力量を高

めていくことが求められています。 

（11）教員の資質能力の向上と知識・技能の伝承 

…（略）…。 

あわせて，子どもや社会を取り巻く環境が大きく変化する中

で，教員には                    ，自

律的に学ぶ姿勢を持ち，新たな教育課題に対応できる力量を高

めていくことが求められています。 

15 P.15 ※「三世代同居率」及び「共働き世帯率」のグラフを削除  

16 P.16 

（14）県民の学習ニーズをとらえた生涯学習の推進 

県民の学習活動を支援するため，学校や関係団体などとの連

携により「みやぎ県民大学※10」を実施し，各種講座を開講して

きました。受講者数は震災の影響により減少しており，回復傾

向にはありますが，未だ震災前の状況までは回復していない状

況にあります。 

…（略）…。 

（14）県民の学習ニーズをとらえた生涯学習の推進 

県民の学習活動を支援するため，学校や関係団体などとの連

携により「みやぎ県民大学※10」を実施し，各種講座を開講して

きました。受講者数は震災の影響により減少しており，増加傾

向にはありますが，未だ震災前の状況までは回復していない状

況にあります。 

…（略）…。 



4 

 

No. ﾍﾟｰｼﾞ 修正後（中間案②） ※第５回審議会 修正前（中間案） ※第４回審議会 

17 P.19 

３ 宮城県教育振興基本計画の検証 

基本方向１：学ぶ力と自立する力の育成 

≪成果と課題≫ 

平成２２年１１月に「みやぎの志教育プラン」を策定し，各

学校の教育活動の中で「志教育」に取り組んでおり，各学校で

全体計画及び年間指導計画を作成し，創意工夫を生かしながら

実践化を図ってきました。そのほか，志教育の推進のため，「み

やぎの先人集『未来への架け橋』」等の発行や，推進地区を指定

し，地域の特色を生かして，各学校が連携した様々な取組を行

ってきたところであり，将来の夢や目標を持つ児童生徒が増え，

新規高卒者の就職決定率や進路希望決定率が向上するなど，着

実に成果が現れてきています。 

…（略）…。 

３ 宮城県教育振興基本計画の検証 

基本方向１：学ぶ力と自立する力の育成 

≪成果と課題≫ 

平成２２年１１月に「みやぎの志教育プラン」を策定し，各

学校の教育活動の中で「志教育」に取り組んで        

                             

                             

                             

                             

  きたところであり，将来の夢や目標を持つ児童生徒が増え，

新規高卒者の就職決定率や進路希望決定率が向上するなど，着

実に成果が現れてきています。 

…（略）…。 

18 P.20 

基本方向２：豊かな人間性や社会性，健やかな体の育成 

≪成果と課題≫ 

…（略）…。 

しかしながら，         不登校の児童生徒の人数

については，震災の影響等も加わり全国平均を上回って増加傾

向にあります。また，いじめについては，積極的な把握に努め

た結果，いじめの認知件数が増えているところであり，このこ

とについても，早い段階での適切な対応が必要となっています。 

…（略）…。 

基本方向２：豊かな人間性や社会性，健やかな体の育成 

≪成果と課題≫ 

…（略）…。 

しかしながら，いじめの認知件数や不登校の児童生徒の人数

は    ，震災の影響等も加わり全国平均を上回って増加傾

向にあることから，いじめ・不登校等の未然防止，早期発見・

早期対応が喫緊の課題となっています。           

                             

…（略）…。 

19 P.22 

基本方向４：信頼され魅力ある教育環境づくり 

≪成果と課題≫ 

…（略）…。 

一方，教員の急激な世代交代や社会の変化が進むことを踏ま

え，優れた教員の確保や，時代のニーズを踏まえた研修の在り

方，さらには若手教員への指導力の伝承などが課題となってい

ます。また，学校や教員に求められる役割が増加する中で，教

員もより多忙になる傾向にあることから，子どもと向き合える

時間を十分確保することも必要になっています。 

…（略）…。 

基本方向４：信頼され魅力ある教育環境づくり 

≪成果と課題≫ 

…（略）…。 

一方，教員の急激な世代交代や社会の変化が進むことを踏ま

え，優れた教員の確保や，時代のニーズを踏まえた研修の在り

方，さらには若手教員への指導力の伝承などが課題となってい

ます。 

 

 

…（略）…。 

20 P.25 

※14「合理的配慮」： 

障害のある子どもが，他の子どもと平等に教育を受けることを

確保するために，一人一人の障害の状態や教育的ニーズ等に応じ

て行われる配慮（変更・調整）。特定の場合において必要とされる

ものであり，かつ，均衡を失した又は過度の負担を課さないもの。

例えば，教育内容・方法，支援体制等。 

 

21 P.26 

第３章 本県教育の目指す姿 

１ 目指す姿 

学校・家庭・地域の強い絆のもとで，多様な個性が輝き，ふ

るさと宮城の復興を支え，よりよい未来を創造する高い志を持

った，心身ともに健やかな子どもが育っています。 

そして，人々が生きがいを持って，生涯にわたり，多様に学

び，交流する中で，豊かな文化と活力のある 地域社会が形成

されています。 

第３章 本県教育の目指す姿 

１ 目指す姿 

学校・家庭・地域の強い絆のもとで            

           ，よりよい未来を創造する高い志を持

った，心身ともに健やかな子どもが育っています。 

そして，人々が生きがいを持って，生涯にわたり，多様に学

び，交流する中で，潤いのある文化を守り育む地域社会が形成

されています。 

22 P.27 

＜目標３＞ 

東日本大震災からの創造的な復興を実現し，持続可能な地域

社会をつくっていくために何より必要なのは，未来を担う人材

の育成です。そして，県民一人一人がふるさと宮城に誇りを持

ち，本県の再生，発展に向けて主体的に取り組んでいくことが

必要です。 

…（略）…。 

＜目標３＞ 

東日本大震災からの    復興を実現し，持続可能な地域

社会をつくっていくために何より必要なのは，未来を担う人材

の育成です。そして，県民一人一人がふるさと宮城に誇りを持

ち，本県の再生，発展に向けて主体的に取り組んでいくことが

必要です。 

…（略）…。 
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No. ﾍﾟｰｼﾞ 修正後（中間案②） ※第５回審議会 修正前（中間案） ※第４回審議会 

23 P.32 

第４章 施策の展開 

２ 施策の基本方向 

基本方向１ 豊かな人間性と社会性の育成 

＜方向性＞ 

・ 本県独自の取組である「志教育」を一層推進し，社会性や

勤労観，職業観の涵養を図るとともに，「志教育」を通して何

事にも確かな意欲をもって取り組むことにより，知・徳・体

のバランスの取れた人格の形成を促し，生きる力を育みます。 

第４章 施策の展開 

２ 施策の基本方向 

基本方向１ 豊かな人間性と社会性の育成 

＜方向性＞ 

・ 本県独自の取組である「志教育」を一層推進し，社会性や

勤労観，職業観の涵養を図るとともに，        何

事にも確かな意欲をもって取り組むことにより，知・徳・体

のバランスの取れた人格の形成を促し，生きる力を育みます。 

24 P.32 

（１）生きる力を育む「志教育」の推進  重点的取組１  

・ 小学校段階から児童生徒の発達段階に応じ，系統的な教育

活動を通じて「志教育」を一層推進し，人や社会とかかわる

中で，社会性，勤労観を養い，自らの在り方や生き方につい

て主体的に探求させるとともに，「志教育」と通して何事にも

確かな意欲を持って取り組むことにより，より良い未来を創

造する高い志と豊かな心を持った人づくりを進めます。 

（１）生きる力を育む「志教育」の推進  重点的取組１  

・ 小学校段階から児童生徒の発達段階に応じ，系統的な教育

活動を通じて「志教育」を一層推進し，人や社会とかかわる

中で，社会性，勤労観を養い，自らの在り方や生き方につい

て主体的に探求させるとともに，「志教育」を通して何事にも

確かな意欲を持って取り組むことにより，         

   高い志と豊かな心を持った人づくりを進めます。 

25 P.33 

（２）思いやりがあり感性豊かな子どもの育成  重点的取組２  

・                            

   経験したことや考えたことを自分自身の言葉で表現す

るとともに，相手の言葉を理解しようとする意欲や態度を重

視した活動である「みやぎアドベンチャープログラム（ＭＡ

Ｐ）※17」などを通して，児童生徒のコミュニケーション能力

の育成に取り組みます。 

（２）思いやりがあり感性豊かな子どもの育成  重点的取組２  

・ みやぎアドベンチャープログラム（ＭＡＰ）※16をはじめと

した，経験したことや考えたことを自分自身の言葉で表現す

るとともに，相手の言葉を理解しようとする意欲や態度を重

視した学習を充実させることによって           

          ，児童生徒のコミュニケーション能力

の育成に取り組みます。 

26 P.34 
＜思いやりがあり感性豊かな子どもの育成＞ 

※イメージ図修正 

＜豊かな人間性の育成         ＞ 

27 P.35 

（３）いじめ・不登校等への対応，心のケアの充実  重点的取

組３  

・ 学ぶことの楽しさや意欲を育む「分かる授業」の実践や互

いに認め合う学級づくり，道徳教育，学校行事を含む特別活

動等の体験活動などを通したより良い人間関係づくりに取り

組むことにより，自己肯定感や学校生活に対する充実感を高

め，全ての児童生徒が「行きたくなる学校」づくりを目指し

ます。 

・ 心理や福祉等の専門家や，児童相談所，医療機関及び警察

などの関係機関，地域，民間施設（フリースクール※18等）と

連携し，チーム学校としていじめ・不登校等の未然防止，早

期発見・早期対応及び継続的な指導，支援に取り組みます。 

・ 学校外のアウトリーチ機能を持つ教育相談・登校支援の拠

点として市町村が設置する適応指導教室や「みやぎ子どもの

心のケアハウス」等を支援するなど，休みがちな児童生徒を

含めた不登校児童生徒の自立支援に取り組みます。 

（３）いじめ・不登校等への対応，心のケアの充実  重点的取

組３  

・ 学ぶことの楽しさや意欲を育む「分かる授業」の実践や  

           ，道徳教育，           

   体験活動などを通したより良い人間関係づくりに取り

組むことにより，自己肯定感や学校生活に対する充実感を高

め，全ての児童生徒が「行きたくなる学校」づくりを目指し

ます。 

・ 心理や福祉等の専門家や，児童相談所，医療機関及び警察

などの関係機関，地域，民間施設（フリースクール※17等）と

連携し，チーム  としていじめ・不登校等の未然防止，早

期発見・早期対応           に取り組みます。 

・ 学校外のアウトリーチ機能を持つ教育相談・登校支援の拠

点として市町村が設置する       「みやぎ子どもの

心のケアハウス」等を支援するなど，休みがちな児童生徒を

含めた不登校児童生徒の自立支援に取り組みます。 

28 P.37 

基本方向２ 健やかな体の育成 

（１）健康な体づくりと体力・運動能力の向上  重点的取組４  

・ 健康な体づくりのため，ルルブル運動※19などを通して子ど

もの基本的生活習慣の定着を図るとともに，体力・運動能力

は，幼児期からの運動遊びに大きく起因することから，子ど

もの成長段階に応じて楽しく運動ができる取組や，運動習慣

の確立に向けた取組を推進します。 

・ 学校の運動部活動は，児童生徒の体力・運動能力の向上に

有効であるとともに，児童生徒の自主性，協調性及びフェア

プレー精神を育むなど教育的効果も大きいことから，過度な

負担にならないよう留意しつつ，外部人材の活用などにより，

児童生徒が興味関心のあるスポーツに取り組める体制の整備

を図ります。 

基本方向２ 健やかな体の育成 

（１）健康な体づくりと体力・運動能力の向上  重点的取組４  

・ 健康な体づくりのため，             子ど

もの基本的生活習慣の定着を図るとともに，体力・運動能力

は，幼児期からの運動遊びに大きく起因することから，子ど

もの成長段階に応じて楽しく運動ができる取組や，運動習慣

の確立に向けた取組を推進します。 

・ 学校の運動部活動は，児童生徒の体力・運動能力の向上に

有効であるとともに，児童生徒の自主性，協調性及びフェア

プレー精神を育むなど教育的効果も大きいことから     

              ，外部人材の活用などにより，

児童生徒が興味関心のあるスポーツに取り組める体制の整備

を図ります。 
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No. ﾍﾟｰｼﾞ 修正後（中間案②） ※第５回審議会 修正前（中間案） ※第４回審議会 

29 P.40 

基本方向３ 確かな学力の育成 

＜方向性＞ 

・ 国際化が進展する中で，日本人としてのアイデンティティ

や他国の文化を理解する姿勢と，相互の違いを理解した上で，

世界の人々と積極的にコミュニケーションが行える能力を育

成するとともに，その手段の一つとして英語教育を推進しま

す。 

・ 急激な社会の変化の中，ＩＣＴ教育，シチズンシップ教  

育，環境教育等を通して，社会への対応力，生き抜くための

力を育成します。 

基本方向３ 確かな学力の育成 

＜方向性＞ 

・ 国際化が進展する中で，日本人としてのアイデンティティ

や他国の文化を理解する姿勢と            ，

世界の人々と積極的にコミュニケーションが行える能力を育

成するとともに，その手段の一つとして英語教育を推進しま

す。 

・ 急激な社会の変化の中，ＩＣＴ教育，環境教育，シチズ   

ンシップ教育等を通して，社会への対応力，生き抜くための

力を育成します。 

30 P.40 

（１）基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の伸長 

 重点的取組５  

・ 学年段階や児童生徒一人一人の習熟状況に応じて，少人数

学級のほか習熟度別少人数授業やティーム・ティーチング※20

などの学習指導体制の工夫を図り，「分かる授業」づくりに取

り組みます。また，一人一人の長所や強みを最大限に生かす

視点を持ち，優れた才能や個性を伸ばす教育を実践します。 

（１）基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の伸長 

 重点的取組５  

・ 学年段階や児童生徒一人一人の習熟状況に応じて，少人数

学級のほか習熟度別   授業やティーム・ティーチング※19

などの学習指導体制の充実を図り，「分かる授業」づくりに取

り組みます。また，一人一人の長所や強みを最大限に生かす

視点を持ち，優れた才能や個性を伸ばす教育を実践します。 

31 P.41 （２）国際理解を育む教育の推進 （２）国際理解教育   の推進 

32 P.42 

（３）ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進 

・ 発達段階に応じた情報モラル教育を含む情報教育の充実を

図り，情報化社会・グローバル社会において，子どもたちが

情報や情報手段を主体的に選択し，活用していくための基礎

的な資質である情報活用能力を身に付け，自ら 学び・考 

え・行動するみやぎの児童生徒を育成します。 

・ 分かりやすく，深まる授業を実現し，子どもたちの「確か

な学力」を育成するため，ＩＣＴを効果的・効率的に活用す

る授業スタイルである「MIYAGI Style（みやぎスタイル）

※22」を推進し，教員のＩＣＴ活用指導力の向上とともに教科

指導におけるＩＣＴ活用を進めます。 

・ 校務の情報化や高度化する教育の情報化を支えるため，情

報システムや機器及びネットワークなどの学校における  

ＩＣＴ教育環境の整備を促進し，教育の質の向上や安心，快

適にＩＣＴを活用できる基盤の構築を推進します。 

（３）ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進 

・ 発達段階に応じた情報モラル教育を含む情報教育の充実を

図り，情報化社会・グローバル社会において，       

                            

       情報活用能力を身に付け主体的に学び・考

え・行動する    児童生徒を育成します。 

・ 教科指導におけるＩＣＴ活用を進めるため，       

                            

          「MIYAGI Style（みやぎスタイル）

※21」を推進します。                   

                  

・ 校務の情報化や                    

                     学校における

ＩＣＴ教育環境の整備を推進し，        安心，快

適にＩＣＴを活用できる基盤の構築を進めます。 

33 P.42 

（４）社会形成・社会参加に関する教育（シチズンシップ教育※23）

の推進 

・ 児童生徒一人一人が，社会や政治に対する関心や判断力を

持ち，民主主義を支える一員であることを理解・実践するた

めに必要な知識・スキル・価値観を身に付けられるよう，シ

チズンシップ教育を推進します。 

 

（５）環境教育の推進 

・ …（略）…。 

（４）時代の要請に応えた教育の推進             

    

・ 児童生徒一人一人が                  

  ，民主主義を支える一員であることを理解・実践するた

めに必要な知識・スキル・価値観を身に付けられるよう，シ

チズンシップ教育を推進します。 

 

 

・ …（略）…。 

34 P.45 
＜「学ぶ土台づくり」の推進イメージ＞ 

※イメージ図修正 

＜本県幼児教育の展開イメージ   ＞ 
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No. ﾍﾟｰｼﾞ 修正後（中間案②） ※第５回審議会 修正前（中間案） ※第４回審議会 

35 P.47 

基本方向５ 多様なニーズに対応したきめ細かな教育の推進 

（１）一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進 

 重点的取組７  

① 自立と社会参加に向けた切れ目のない支援体制づくり 

        

…（略）… 

② 個々の能力を最大限に伸ばす学校づくり 

・             障害の特性に応じた指導の工

夫を行うため，ＩＣＴの活用も含めた教材教具の充実を図

るとともに，「個別の指導計画」を活用して，合理的配慮の

提供を含めた個に応じた指導や支援の充実を図ります。ま

た，校内体制の充実と強化を図り，教育環境の整備を行う

など多様な教育的ニーズに応じた学びの場の実現を図りま

す。 

…（略）… 

③ 共生社会の実現に向けた地域づくり 

…（略）… 

基本方向５ 多様な個性 に対応したきめ細かな教育の推進 

 

 

（１）自立と社会参加に向けた切れ目のない支援体制づくり 

 重点的取組７  

…（略）… 

（２）個々の能力を最大限に伸ばす学校づくり 

・ ＩＣＴ等の教材を活用した障害の特性に応じた指導の工

夫を行い                       

     ，「個別の指導計画」を活用して，合理的配慮の

提供を含めた個に応じた指導や支援の充実を図ります。ま

た，校内体制の充実と強化を図り，教育環境の整備を行う

など多様な教育的ニーズに応じた学びの場の実現を図りま

す。 

…（略）… 

（３）共生社会の実現に向けた地域づくり 

…（略）… 

36 P.49 

（２）多様な個性が生かされる教育の推進 

・ 多様な個性や能力のある子どもたち一人一人の様々な教育

的ニーズに丁寧に対応し，それぞれの長所や強みを生かしな

がら，子どもの力を最大限に伸ばす教育を推進します。 

・ 性的マイノリティ※24とされる児童生徒に対し，その心情等

に十分配慮した対応を行うなど，一人一人の特性に応じた適

切な配慮や支援を行うとともに，多様な個性を尊重し，互い

に認め合う態度を育みます。 

 

37 P.49 

※24「性的マイノリティ」： 

同性愛者・両性愛者・性同一性障害者などのこと。性的少数

者。セクシュアルマイノリティ。 

 

38 P.54 

基本方向７ 命を守る力と共に支え合う心の育成 

（１）系統的な防災教育の推進 

・ 多賀城高等学校災害科学科において，地域と 連携した  

先進的な防災教育などの実践の成果を県全体で共有します。 

・ 地域合同防災訓練や地域講師による防災教室及び校内研修

会などの実施を通して，地域に根ざした防災教育を推進しま

す。 

基本方向７ 命を守る力と共に支え合う心の育成 

（１）系統的な防災教育の推進 

・ 多賀城高等学校災害科学科において，地域との連携による

先進的な防災教育を実施するとともに，その成果を他校にも

波及させていくことにより，県全体での防災教育の充実につ

なげていきます。 

39 P.57 

基本方向８ 安心して学べる教育環境づくり 

＜方向性＞ 

・ 学校の抱える課題が多様化，複雑化し，学校に求められる

役割が拡大する中で，教員が子どもと向き合える時間を十分

確保するとともに，教職員一人一人が力を発揮できる環境づ

くりを進めます。 

・ 児童生徒が安全で質の高い教育環境の中で安心して学ぶこ

とができ，「行きたくなる学校」づくりを進めるため，被災し

た学校施設の復旧・再建を進めるとともに，計画的に学校施

設・設備の耐震化や整備等を推進します。 

基本方向８ 安心して学べる教育環境づくり 

＜方向性＞ 

 

 

 

 

・ 児童生徒が安全で質の高い教育環境の中で安心して学ぶこ

とができ，行きたくなる学校 づくりを進めるため，被災し

た学校施設の復旧・再建を進めるとともに，計画的に学校施

設・設備の耐震化や整備等を推進します。 
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No. ﾍﾟｰｼﾞ 修正後（中間案②） ※第５回審議会 修正前（中間案） ※第４回審議会 

40 P.59 

（１）教員の資質能力の総合的な向上  重点的取組１０  

…（略）… 

（２）教職員を支える環境づくりの推進 

・ 教科指導や生徒指導など教員としての本来の職務に専念で

きるよう，学校業務の精選と見直しを行うとともに，専門ス

タッフによる支援や運動部活動における外部指導者の活用な

どを行い，教員が子どもと向き合える時間を確保します。 

・ 学校事務の共同化や教務補助職員の配置，学校運営支援統

合システムの利用促進などにより，校務の効率化・情報化を

図り，教職員が仕事のしやすい環境づくりを進めます。 

・ 教職員が健康で安心して職務に専念できるように，セミナ

ー等によるメンタルヘルス対策や健康診断事業などの健康管

理対策を計画的に行っていきます。 

（３）学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の整備充

実  重点的取組１１  

（４）開かれた魅力ある学校づくりの推進  重点的取組１２  

（５）学校施設・設備の整備充実 

（６）私学教育の振興 

（１）教員の資質能力の総合的な向上  重点的取組１０  

…（略）… 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 教職員が健康で安心して職務に専念できるように，    

     メンタルヘルス対策       などの健康管

理対策を計画的に行っていきます。 

（２）学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の整備充

実  重点的取組１１  

（３）開かれた魅力ある学校づくりの推進  重点的取組１２  

（４）学校施設・設備の整備充実 

（５）私学教育の振興 

41 P.63 

※26「コミュニティ・スクール」： 

「学校運営協議会」を設置している学校のこと。学校と保護者

や地域が共に知恵を出し合い，学校運営に意見を反映させること

で，協働しながら子どもたちの豊かな成長を支え，「地域と共にあ

る学校づくり」を進める仕組み。 

※24「コミュニティ・スクール」： 

                      学校と保護者

や地域が共に知恵を出し合い，学校運営に意見を反映させること

で，協働しながら子どもたちの豊かな成長を支え，「地域と共にあ

る学校づくり」を進める仕組み。 

42 P.64 

基本方向９ 家庭・地域・学校が連携・協働して子どもを育てる

環境づくり 

＜方向性＞ 

・ これらの取組を通して，家庭・地域・学校が適切な役割分

担のもと，それぞれの役割を積極的に担い，特に学校が持つ

本来の役割をより一層果たしていくことができるよう，学校

を支える家庭や地域の教育力の向上を図ります。 

基本方向９ 家庭・地域・学校が連携・協働して子どもを育てる

環境づくり 

＜方向性＞ 

43 P.66 
＜学校と地域の効果的な連携・協働と推進体制のイメージ＞ 

※イメージ図修正 

＜学校と地域の効果的な連携・協働と推進体制のイメージ＞ 

44 P.67 

※28「宮城県版親の学びのプログラム『親のみちしるべ』」： 

（掲載 HP： 

http://www.pref.miyagi.jp/site/katei/oyanomanabi-index.html） 

…（略）…。 

※26「宮城県版親の学びのプログラム『親のみちしるべ』」： 

 

 

…（略）…。 

http://www.pref.miyagi.jp/site/katei/oyanomanabi-index.html
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No. ﾍﾟｰｼﾞ 修正後（中間案②） ※第５回審議会 修正前（中間案） ※第４回審議会 

45 P.74 

第５章 計画の推進 

１ 計画の推進に向けた施策の在り方 

…（略）… 

 

２ 学校における教育施策の着実な推進 

学校は，本県教育を推進する上で中心的な役割を担っており，

本計画の実効性を高めるためには，個々の教職員の本計画に対

する十分な理解のもとで，子どもたちの教育に対し，学校が体

系的かつ組織的に取り組んでいくことが重要です。また，学校

種間の円滑な連携・接続を図ることにより，教職員が異なる学

校段階にわたって教育を見通し，子どもの発達や学びの連続性

を確保していく必要があります。 

このため，教職員がそれぞれの職の専門性を発揮し，外部人

材の積極的な活用などを通じて，学校の組織的な教育力を高め

るとともに，幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続や，小・

中・高等学校及び特別支援学校間の連携・接続を推進し，学校 

  における教育施策の着実な推進を図ります。 

３ 関係機関，関係団体等との連携 

（１）家庭や地域，企業や大学等との連携・協働 

（２）市町村教育委員会との連携 

（３）県関係部局との連携 

（４）国への働きかけ 

国は，基本的な教育制度の枠組みの制定や学習指導要領等の

教育活動の基準の設定などにより，全国的な教育の機会均等と

教育水準の維持向上を図る役割を担っています。 

本計画の推進に当たっては，国の制度や施策が及ぼす影響が

大きいことから，必要に応じて，制度の見直しや施策の提案な

ど，国への働きかけを行っていくとともに，必要な財政上の措

置や，学級編制及び教職員定数等の改善などについて国に対し

て要請していきます。 

４ 県民総がかりによる教育施策の展開 

本計画を着実に推進していくためには，学校・家庭・地域が

緊密に連携することはもとより，民間企業やＮＰＯ，地域活動

団体等の多様な主体が一体となり，県民総がかりで次世代を育

てる教育が展開されることが大切です。 

そのためには，本計画に掲げた目指す姿や目標，施策の方向

性等が，教育関係者や保護者をはじめ広く県民に共感・共有さ

れるよう，多様な広報媒体を活用しながら，情報発信・広報活

動等を行い，計画の周知を図ります。また，本計画の取組の現

状や成果についても             積極的に周知

に努め，それぞれの責任と役割のもと，本県教育を推進してい

きます。        

第５章 計画の推進 

１ 計画の推進に向けた施策の在り方 

…（略）… 

２ 関係機関，関係団体等との連携 

（１）学校での着実な実践 

                            

本計画の実効性を高めるためには，個々の教職員の本計画に

対する十分な理解のもとで           ，学校が  

    組織的に取り組んでいくことが重要です。      

                             

                             

                

このため，教職員がそれぞれの職の専門性を発揮し，外部人

材の積極的な活用などを通じて，学校の組織的な教育力を高め

ることにより                       

                         ，学校

現場における教育施策の着実な推進を図ります。 

 

（２）家庭や地域，企業や大学等との連携・協働 

（３）市町村教育委員会との連携 

（４）県関係部局との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 県民総がかりによる教育施策の展開 

本計画を着実に推進していくためには，学校・家庭・地域が

緊密に連携することはもとより，民間企業やＮＰＯ，地域活動

団体等の多様な主体が一体となり，県民総がかりで次世代を育

てる教育が展開されることが大切です。 

そのためには，本計画に掲げた目指す姿や目標，施策の方向

性等が，教育関係者や保護者をはじめ広く県民に共感・共有さ

れるよう，多様な広報媒体を活用しながら，情報発信・広報活

動等を行い，計画の周知を図ります。また，本計画の取組の現

状や成果について，Ｗｅｂページに掲載するなど積極的に公開

し  ，それぞれの責任と役割のもと，本県教育の実現に向け

て取り組んでいきます。 

 


